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広島大学 大春 慎之助

(研究代表者)

この講究録は、1983年 10月 11日から 10月 13日までの 3日間数理:解析研究所

で開かれた研究集会「非線形問題の関数解析的研究 Jにおいて発表された 10の講演の記

録である。今回の研究集会では王として非線形発展方程式の研究に王眼をおき、まず最近

種々の観占から得られている研究成果について発表並ひに討論を行うと共に、この集会の

実施期間を通して参加研究者の間での有効な研究協力を実現すること、そしてこの分野に

おける今後の研究の方向について考察し、可能な範囲で具体的な問題提起をすることを目

指して行われた。研究協力者の方々の積趣的な御協力により、非線形発展方程式に対する

新しい一般論の構成、典型的な非線形偏微分方程式に対する詳しい解析、新しい非線形発

展系の導入や工学への応用等、興味ある結果か報告され、活発な討論と共に有益な情報交

換かなされて非常に有意義な研究集会であった。これによって十分に今回の研究集会の目

的か達成されたものと考えている。今後この分野の研究か益々発展していくことを bか

ら願うものである。

今回の研究集会の実施に際しては、多くの方々から多大な御指導と御援助を頂いた。と

くに神戸大学の相沢貞一教授はこの集会の開催を発議され、同教授には終始御指導を頂い

た。これらの方々に厚くお礼を申し上げる。さらに、この集会に御参会下さった研究協力

者各位に対して心から感謝の音を表わす次第である。
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